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雄

は
じ
め
に

　

近
年
、「
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
い
う
視
点
か
ら
内
陸
ア
ジ
ア
遊
牧
民
族
史

を
捉
え
な
お
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。「
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
」

と
は
、
こ
れ
ま
で
「
東
ア
ジ
ア
」
や
「
内
陸
ア
ジ
ア
」
な
ど
の
地
域
ご
と
に

細
分
化
さ
れ
て
き
た
歴
史
研
究
を
、
よ
り
広
い
地
域
の
連
動
性
の
中
で
捉
え

な
お
す
動
き
で
あ
り
、
主
と
し
て
モ
ン
ゴ
ル
高
原
を
中
心
と
す
る
内
陸
ア
ジ

ア
遊
牧
世
界
と
、
中
国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
農
耕
世
界
の
連
動
性
に
焦

点
が
当
た
っ
て
い
る）

1
（

。

　

一
方
で
、「
農
牧
接
壌
地
帯
」
と
い
う
概
念
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
に
長
く
連
な
る
、
農
耕
と
遊
牧
、
両
生
業
が
成
立
可

能
な
中
間
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
名
称
自
体
は
森
安
﹇
二
〇
〇
七
、
六
〇－

六

一
頁
﹈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
概
念
に
焦
点
を
当
て
た
見
方
は
そ

れ
以
前
か
ら
存
在
す
る
。
特
に
、
石
見
清
裕
﹇
一
九
九
九
、
二
九
六－

二
九

八
頁
﹈
は
ラ
テ
ィ
モ
ア
の
リ
ザ
ー
ヴ
ァ
ーReservoir

論
を
発
展
さ
せ
て
こ

の
中
間
地
帯
を
積
極
的
に
再
評
価
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
域
は
北
中
国

に
広
く
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か
ら
流
入
し
た
遊
牧

民
が
中
国
王
朝
に
帰
順
し
て
北
辺
防
衛
を
担
い
、
や
が
て
は
中
国
史
を
大
き

く
展
開
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る
、
と
指
摘
す
る）

2
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
地
域
が
持

つ
両
面
性
も
指
摘
し
、
中
国
王
朝
の
北
辺
防
衛
を
担
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
モ

ン
ゴ
ル
高
原
の
遊
牧
勢
力
と
呼
応
し
て
反
乱
の
引
き
金
に
な
る
こ
と
も
指
摘

し
て
い
る
﹇
石
見
一
九
九
九
、
二
九
三－

二
九
六
頁
﹈。
こ
の
石
見
氏
ほ
か
の

見
通
し
を
も
と
に
、
農
牧
接
壌
地
帯
で
活
動
し
て
い
た
遊
牧
民
、
唐
代
史
の

中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
解
明
が
進
ん
で
お

り）
3
（

、
遊
牧
民
族
史
の
文
脈
で
は
突
厥
第
二
可
汗
国
を
農
牧
接
壌
地
帯
か
ら
モ

ン
ゴ
ル
高
原
へ
と
進
出
し
た
勢
力
と
捉
え
た
、
鈴
木
﹇
二
〇
〇
六
、
二
五－

二
六
頁
﹈
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
牧
接
壌
地
帯
に
対
す
る
研
究
が
重
要
に
な
っ
て
は
い
る



一
二
二

が
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
遊
牧
勢
力
が
こ
の
中
間
地
帯
に
ど
の
よ
う
に
接
触
し

て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

あ
る
。
石
見
氏
の
言
う
「
両
面
性
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て

い
る
の
か
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
筆
者
の
関
心
に
の
っ
と
り
、
隋
末
唐
初
期
の
戦
乱

期
に
お
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ト
ル
コ
系
騎
馬
遊
牧
国
家
で
あ
る
突
厥
第

一
可
汗
国）

4
（

が
農
牧
接
壌
地
帯
に
ど
の
よ
う
に
接
触
を
し
て
い
た
の
か
を
検
討

し
て
み
た
い
。
隋
末
唐
初
期
の
戦
乱
と
は
、
隋
第
二
代
煬
帝
の
失
政
に
よ
り
、

六
一
〇
（
大
業
六
）
年
ご
ろ
か
ら
中
国
各
地
で
反
乱
が
頻
発
す
る
こ
と
と
な

り
、
各
地
に
拠
点
を
持
っ
た
群
雄
が
割
拠
し
た
時
代
の
こ
と
で
、
唐
が
中
国

を
統
一
す
る
こ
と
で
こ
の
戦
乱
は
終
結
し
た）

5
（

の
で
あ
る
が
、
こ
の
戦
乱
の
展

開
に
突
厥
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

図 1　突厥第一可汗国系図

　

隋
末
唐
初
期
に
お
け
る
突
厥
と
唐
を
め

ぐ
る
歴
史
展
開
は
、
ま
さ
に
農
牧
接
壌
地

帯
上
で
事
態
が
進
行
し
て
お
り
、
そ
の
実

態
を
知
る
上
で
意
義
深
い
と
思
わ
れ
る
が
、

議
論
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
し
て
、
近
年
ヴ
ェ
シ
エ
ー
ル
氏
に
よ
っ

て
、
当
該
時
期
の
突
厥
の
中
心
地
が
漠
北

で
は
な
く
漠
南
に
あ
っ
た
と
論
証
さ
れ
た）

6
（

か
ら
に
は
、
な
お
さ
ら
北
中
国
と
の
関
係

を
議
論
す
る
意
義
は
大
き
い
。
分
裂
し
て

い
る
北
中
国
に
対
し
て
、
隣
接
す
る
最
大

勢
力
が
突
厥
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
あ
り
、
突
厥
そ
の
も
の
が
農

牧
接
壌
地
帯
に
進
出
し
た
時
代
と
も
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の

よ
う
な
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
突
厥
・
唐



隋
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唐
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突
厥
第
一
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汗
国
と
北
中
国

一
二
三

の
間
に
あ
っ
た
遊
牧
民
や
群
雄
た
ち
の
動
向
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
突

厥
と
農
牧
接
壌
地
帯
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

一
、
先
行
研
究
の
整
理

　

こ
の
隋
末
唐
初
期
の
展
開
と
突
厥
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な

角
度
か
ら
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
唐
の
初
代
皇
帝
で
あ
る
李
淵
が

太
原
で
挙
兵
し
長
安
を
制
圧
し
た
際
に
、
李
淵
が
他
の
北
中
国
の
群
雄
た
ち

と
同
じ
く
突
厥
に
称
臣
し
た
と
指
摘
し
た
陳
寅
恪
﹇
一
九
五
一
﹈
が
あ
る
。

こ
の
説
に
は
李
樹
桐
﹇
一
九
六
五
、
一
九
七
二
、
一
九
八
八
﹈
が
反
論
し
て

い
る
も
の
の
、
李
説
を
王
栄
全
﹇
一
九
九
八
﹈
が
再
反
論
す
る
な
ど
、
陳
寅

恪
氏
の
説
に
多
く
の
学
者
が
賛
同
し
て
い
る
。
唐
は
突
厥
に
臣
従
す
る
状
態

か
ら
挙
兵
し
、
最
終
的
に
は
六
三
〇
年
に
突
厥
第
一
可
汗
国
の
頡
利
可
汗
を

捕
縛
し
て
滅
亡
さ
せ
る
ま
で
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
石
見
清
裕
﹇
一
九
九
八
﹈
や
呉
玉
貴
﹇
一
九
九
八
﹈、
牛
致
功

﹇
二
〇
〇
二
﹈
は
、
隋
末
唐
初
期
の
北
中
国
の
歴
史
展
開
に
突
厥
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。
中
で
も
、
石
見
﹇
一
九
九
八
、

第
Ⅰ
部
第
三
章
﹈
は
突
厥
が
隋
か
ら
出
嫁
さ
れ
た
義
城
公
主
を
通
じ
て
、
隋

室
の
生
き
残
り
で
あ
る
楊
政
道
を
保
護
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
こ

と
が
唐
と
の
間
に
全
面
的
な
対
立
を
生
む
原
因
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ま

た
、
李
方
﹇
二
〇
〇
三
﹈
は
、
突
厥
の
北
中
国
へ
の
介
入
を
三
段
階
の
時
期

に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、
突
厥
が
北
中
国
と
関
わ
り
を
持
ち
だ
し
た

六
一
三
年
か
ら
、
李
淵
を
含
む
大
規
模
な
群
雄
が
突
厥
の
支
持
を
求
め
る
に

い
た
っ
た
六
一
九
年
ま
で
を
第
一
段
階
と
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
突
厥
は
背

後
か
ら
北
中
国
に
介
入
し
て
い
て
、
積
極
的
で
は
な
い
と
い
う
。
次
の
第
二

段
階
は
、
隋
が
滅
亡
し
、
突
厥
が
北
中
国
の
覇
者
と
な
っ
た
六
一
九
〜
六
二

〇
年
で
、
や
は
り
楊
政
道
の
保
護
を
重
要
視
す
る
。
第
三
段
階
は
唐
が
群
雄

割
拠
の
状
態
か
ら
抜
け
出
し
、
突
厥
と
全
面
対
立
に
い
た
っ
た
六
二
〇
年
か

ら
、
唐
が
突
厥
を
滅
ぼ
す
ま
で
の
六
三
〇
年
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究

に
よ
っ
て
、
隋
末
唐
初
期
の
戦
乱
に
突
厥
が
い
か
に
関
わ
っ
た
か
、
そ
の
概

要
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、
突
厥
が
隋
と
の
臣
属
状
態
を
破
棄
す
る
象
徴
的
な
事
件
と
な
っ
た

「
雁
門
事
変
」
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
六
一
五
（
大
業

十
一
）
年
に
始
畢
可
汗
が
煬
帝
の
車
駕
を
襲
撃
し
た
事
件
で
あ
る
。
煬
帝
は

か
ろ
う
じ
て
雁
門
の
城
郭
に
避
難
し
た
が
、
始
畢
可
汗
は
そ
の
城
郭
を
取
り

囲
み
、
三
十
二
日
間
包
囲
し
続
け
た
。
煬
帝
は
始
畢
可
汗
に
出
嫁
し
て
い
た

義
城
公
主
の
助
け
を
借
り
て
か
ろ
う
じ
て
難
を
逃
れ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い

て
は
、
突
厥
が
君
臣
関
係
を
離
脱
し
た
理
由
、
煬
帝
が
雁
門
付
近
に
巡
幸
し

て
い
た
理
由
や
、
事
件
の
具
体
的
な
経
緯
に
議
論
が
集
中
し
て
い
る）

7
（

。

　

一
方
で
、
護
雅
夫
氏
は
突
厥
第
二
可
汗
国
（
六
八
二
〜
七
四
五
年
）
も
含

む
突
厥
と
北
朝
隋
唐
と
の
国
家
間
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
、
両
者
の
名
分
関

係
に
着
目
し
て
考
察
し
た
中
で
、
隋
末
唐
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
も
触
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
北
中
国
の
混
乱
に
乗
じ
て
突
厥
で
は
中
央
集
権
化
が
進

め
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
比
較
的
継
続
し
て
「
敵
国
」
関
係
が
突
厥
と
中
国

王
朝
間
に
結
ば
れ
た
時
期
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
﹇
護
一
九
六
七
、
二
一
三



一
二
四

－

二
一
四
頁
﹈
が
、
長
い
突
厥
可
汗
国
史
の
一
場
面
と
し
て
こ
の
時
代
を
取

り
上
げ
て
い
る
だ
け
で
詳
し
い
議
論
は
行
わ
れ
て
い
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
隋
末
唐
初
期
に

突
厥
が
介
入
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
突
厥
と

唐
と
い
う
国
家
間
の
関
係
に
焦
点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
実
際
に
農
牧
接
壌

地
帯
で
活
動
し
て
い
た
個
々
の
人
々
に
対
し
て
の
議
論
は
極
少
な
い
。
筆
者

は
前
稿
﹇
齊
藤
二
〇
一
五
﹈
で
初
期
の
羈
縻
支
配
を
委
任
さ
れ
た
個
々
の
突

厥
有
力
者
の
動
向
に
着
目
し
、
彼
ら
が
李
世
民
と
密
か
に
盟
約
を
結
ん
で
い

た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
盟
約
が
後
に
突
厥
の
羈
縻
支
配
を
行
う
際
に
重
要

な
意
義
を
持
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
と
国
の
間
で

立
ち
回
る
個
々
人
に
注
目
す
る
こ
と
が
農
牧
接
壌
地
帯
研
究
に
は
必
要
な
の

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
章
以
下
で
は
農
牧
接
壌
地
帯
で
活
動
す
る
人
々
の
動
向
に
着

目
し
、
彼
ら
が
い
か
に
突
厥
・
唐
と
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
具
体
的
に
検
討

し
て
い
く
。

二
、
突
厥
の
人
々
の
動
向

　

個
々
の
突
厥
人
た
ち
の
動
向
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
執
失
氏
で
あ
る
。

執
失
氏
は
突
厥
第
一
可
汗
国
期
に
現
れ
る
有
力
部
族
で
、
そ
の
中
で
も
、
執

失
思
力
は
太
宗
期
に
い
わ
ゆ
る
「
蕃
将
」
と
し
て
重
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

も
と
も
と
執
失
思
力
は
頡
利
可
汗
の
腹
心
と
し
て
、
二
度
唐
朝
廷
に
使
者
と

し
て
送
ら
れ
て
い
る
人
物
で
、
突
厥
滅
亡
と
と
も
に
唐
朝
廷
に
帰
順
し
た

﹇『
通
典
』
巻
一
九
七
「
突
厥
上
」（
五
四
一
〇－

五
四
一
一
頁
）
／
『
新
唐

書
』
巻
一
一
〇
「
執
失
思
力
伝
」（
四
一
一
六
頁
）﹈。
こ
の
執
失
氏
に
は
、「
執

失
奉
節
墓
誌
」
と
「
執
失
善
光
墓
誌
」
と
い
う
執
失
思
力
の
近
親
者
の
墓
誌

が
現
存
し
て
お
り
、
執
失
奉
節
は
思
力
の
息
子
に
当
た
り
、
善
光
は
思
力
の

弟
の
子
、
甥
に
当
た
る
﹇
石
見
二
〇
〇
七
Ａ
、
三
七
〇
、
三
七
五
頁
﹈。
こ
の

両
墓
誌
か
ら
隋
末
唐
初
期
の
執
失
氏
の
動
向
が
か
な
り
詳
細
に
判
明
す
る
た

め
、
貴
重
で
あ
る
。

　

で
は
、
ま
ず
は
「
善
光
墓
誌
」
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

「
執
失
善
光
墓
誌
」
三
〜
九
行
目
﹇
氣
賀
澤
編
二
〇
〇
九
、
一
一
八
﹈

曽
祖
の
淹
は
、
本
蕃
の
頡エ

ル
テ
ベ
ル

利
發
な
り
。
皇
初
め
て
太
原
に
起
す
る
に
、

數
千
騎
を
領
い
て
援
接
し
て
京
に
至
れ
ば
、
功
を
以
て
金
紫
光
禄
太
夫
・

上
柱
国
を
拜
す
。
仍
ほ
特
制
を
降
し
、
執
失
を
以
て
永
く
突
厥
の
大
姓

と
爲
し
、
新
昌
縣
に
功
政
碑
を
樹
つ
。
…
（
中
略
）
…
祖
の
武
は
、
本

蕃
の
頡エ

ル
テ
ベ
ル

利
發
な
り
。
元
勲
の
子
な
る
を
以
て
、
皇
は
上
大
將
軍
・
右
衞

大
將
軍
・
上
柱
國
・
安
國
公
を
授
く
。
時
に
于
い
て
頡
利
可
汗
は
百
萬

の
衆
を
率
い
て
寇
し
て
渭
橋
に
至
り
、
蟻
結
蜂
飛
し
、
雲
屯
霧
合
す
。

祖
は
即
ち
長
子
の
思
力
を
遣
わ
し
て
入
朝
し
て
獻
策
せ
し
む
。
太
宗
は

其
の
誠
節
を
嘉
し
、
其
の
謀
効
を
取
れ
ば
、
李
靖
と
與
に
計
会
し
、
内

外
に
應
接
せ
し
め
、
因
り
て
頡
利
可
汗
を
擒
え
し
む
。
賊
徒
も
て
盡
く

獲
る
に
、
太
宗
は
思
力
と
與
に
血
を
歃
り
て
盟
い
て
曰
わ
く
、「
代
代
の

子
孫
ま
で
、
相
い
侵
擾
す
る
無
か
れ
」
と
。
即
ち
金
券
を
賜
い
、
九
江

公
主
に
尚
は
す
に
因
り
、

馬
都
尉
と
し
、
武
に
輔
國
大
將
軍
を
贈
る）

8
（

。



隋
末
唐
初
期
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け
る
突
厥
第
一
可
汗
国
と
北
中
国

一
二
五

記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
執
失
善
光
の
曽
祖
父
（
思
力
か
ら
見

る
と
祖
父
）
は
淹
と
い
い
、
祖
父
（
同
じ
く
父
）
は
武
と
い
っ
て
、
両
者
と

も
突
厥
の
頡エ

ル
テ
ベ
ル

利
発eltäbär

だ
っ
た
と
い
う
。
エ
ル
テ
ベ
ル
は
突
厥
支
配
下
の

首
領
が
帯
び
る
称
号
で
、
従
来
か
ら
世
襲
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た

﹇
護
一
九
六
七
、
四
二
七
頁
／Bom

baci 1970, p.52

﹈
が
、
そ
の
貴
重
な
実

例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

次
に
、
唐
と
の
接
点
を
見
る
と
、
太
原
で
李
淵
が
起
兵
し
た
際
に
数
千
騎

を
率
い
て
長
安
制
圧
を
援
助
し
た
と
い
う
。
最
初
に
こ
の
墓
誌
を
検
討
し
た

牛
致
功
氏
は
、
こ
の
執
失
淹
の
騎
馬
軍
団
と
は
、
突
厥
か
ら
唐
に
送
ら
れ
た

二
千
騎
の
援
軍
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
﹇
牛
致
功
二
〇
〇
二
、
九
二

頁
﹈。『

通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
〇
七
頁
）

大
唐
は
太
原
に
起
義
す
る
に
、
劉
文
靜
は
其
の
國
を
聘
い
、
引
き
て
以

て
援た

す

け
と
為
さ
し
む
。
始
畢
は
特
勤
・
康
稍
利
を
遣
わ
し
て
馬
千
匹
を

獻
じ
、
絳
郡
に
會
せ
し
め
、
又
た
二
千
騎
を
遣
わ
し
て
軍
を
助
け
、
京

城
を
平
ら
ぐ
る
に
從
わ
し
む）

9
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こ
の
記
述
に
あ
る
二
千
騎
に
当
た
る
の
が
、「
善
光
墓
誌
」
に
あ
る
執
失
氏
の

数
千
騎
で
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
執
失
淹
と
そ

の
子
の
武
は
、
高
祖
か
ら
金
紫
光
禄
太
夫
・
上
柱
国
の
位
を
受
け
た
。
こ
の

よ
う
に
、
執
失
氏
と
唐
は
、
高
祖
の
時
代
に
接
点
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
太
宗
の
時
代
に
な
る
と
武
の
子
で
あ
る
思
力
と
の
間
で
接
点
が

見
ら
れ
る
。
墓
誌
に
は
頡
利
可
汗
が
百
万
の
兵
を
率
い
て
渭
橋
に
侵
攻
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
は
太
宗
が
玄
武
門
の
変
で
即
位
し
た

直
後
の
六
二
六
（
武
徳
九
）
年
に
発
生
し
た
突
厥
の
大
規
模
侵
攻
で
、
長
安

近
郊
の
便
橋
（
西
渭
橋
）
ま
で
頡
利
可
汗
が
到
来
し
た
た
め
、
太
宗
が
自
ら

交
渉
に
当
た
り
、
多
額
の
「
金
帛
」
を
贈
っ
て
退
却
さ
せ
た
と
い
う
﹇
那
波

一
九
六
五
、
九－

一
二
頁
／
呉
玉
貴
一
九
九
八
、
二
〇
一－

二
〇
二
頁）

10
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﹈。
執

失
思
力
は
こ
の
侵
攻
の
際
に
突
厥
側
の
使
者
と
し
て
唐
朝
廷
に
送
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
様
子
は
典
籍
史
料
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
〇
九－

五
四
一
〇

頁
）

（
武
徳
九
年
八
月
）
癸
未
（
二
十
八
日
）、
頡
利
は
其
の
腹
心
の
執
失
思

力
を
遣
わ
し
て
來
朝
せ
し
め
、
自
ら
形
勢
を
張
り
て
云
わ
く
、「
兵
百
萬

今
至
る
な
り
」
と
。
太
宗
之
を
誚せ

め
て
曰
わ
く
、「
我
突
厥
と
面
自
和
親

す
る
も
、
汝
則
ち
之
に
背
け
ば
、
我
實
に
愧
づ
る
無
し
。
又
た
義
軍
入

京
の
初
め
、
爾
父
子
は
並
び
に
親
し
く
我
に
從
え
ば
、
爾
に
玉
帛
を
賜

い
、
前
後
に
極
め
て
多
し
。
何
の
故
に
全
く
大
恩
を
忘
れ
、
自
ら
強
盛

を
誇
る
か
。
我
當
に
先
に
爾
を
戮こ

ろ

す
べ
き
な
り
」
と
。
思
力
は
懼
れ
て

命
を
請
う
に
、
太
宗
は
之
を
門
下
省
に

つ
な

ぐ）
11
（

。

こ
こ
で
は
思
力
は
唐
に
敵
対
す
る
使
者
と
し
て
来
朝
し
た
た
め
、
執
失
氏
が

長
安
制
圧
の
際
の
縁
を
反
故
に
し
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
太
宗
は
思
力
を
叱

責
し
、
拘
束
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
墓
誌
の
記
述
で
は
思
力

が
太
宗
に
策
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
大
き
く
矛
盾
す
る
。

墓
誌
の
記
述
で
は
、
太
宗
は
突
厥
滅
亡
後
に
思
力
と
血
を
啜
っ
て
盟
約
を
結



一
二
六

ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

牛
致
功
氏
は
、
こ
の
時
の
太
宗
の
叱
責
は
演
技
で
あ
り
、
実
際
に
は
執
失

思
力
が
唐
と
突
厥
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
﹇
牛

致
功
二
〇
〇
二
、
一
〇
一－

一
〇
二
頁
﹈。
し
か
し
な
が
ら
、
七
二
三
（
開
元

十
一
）
年
に
作
ら
れ
た
「
執
失
善
光
墓
誌
」
に
は
、
高
宗
即
位
直
後
に
起
こ

っ
た
房
遺
愛
の
変
に
関
わ
っ
た
と
し
て
失
脚
し
た
、
思
力
の
名
誉
回
復
の
意

味
合
い
が
あ
り
、
善
光
が
思
力
に
成
り
代
わ
っ
て
太
宗
の
陵
墓
、
昭
陵
に
陪

葬
さ
れ
た
﹇
石
見
二
〇
〇
七
Ａ
、
三
七
三－

三
七
七
頁
﹈
の
で
あ
る
か
ら
、

思
力
の
手
柄
を
多
少
水
増
し
し
て
記
録
し
た
可
能
性
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

と
は
い
え
、『
通
典
』
の
記
述
中
で
も
、「
義
軍
入
京
の
初
め
、
爾
父
子
は

並
び
に
親
し
く
我
に
從
え
ば
」
と
あ
っ
て
、
唐
が
長
安
を
制
圧
し
た
際
に
執

失
氏
が
そ
れ
に
従
軍
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
唐
と
執
失
氏
に

ゆ
か
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
頡
利
可
汗
が
彼
を
唐
へ
の
使
者
に

選
ん
だ
の
は
そ
こ
に
理
由
を
求
め
て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
便
橋
の
事
件
の

後
、
六
三
〇
年
に
定
襄
で
頡
利
が
敗
れ
た
際
に
は
、
思
力
が
康
蘇
密
と
隋
の

蕭
皇
后
と
の
投
降
に
関
わ
っ
た
こ
と
、
太
宗
の
命
令
で
渾
・
斛
薩
両
部
を
唐

に
投
降
さ
せ
た
こ
と
、
そ
の
一
方
で
頡
利
か
ら
和
平
の
使
者
と
し
て
唐
に
送

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
牛
氏
は
指
摘
し
て
お
り
﹇
牛
致
功
二
〇
〇
二
、
一

〇
二
頁
﹈、
突
厥
と
唐
と
の
間
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う）

12
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こ
の
よ
う
に
、
確
か
に
思
力
の
働
き
は
評
価
に
値
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
、
な
ぜ
思
力
が
パ
イ
プ
役
と
し
て
太
宗
の
信
任
を
得
る
に
い
た
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
、
上
記
の
「
執
失
善
光
墓
誌
」
で
便
橋
の

事
件
に
際
し
て
思
力
を
太
宗
に
送
っ
た
の
は
武
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
武
の
経
歴
を
探
る
べ
く
も
う
ひ
と
つ
の
墓
誌
、「
執

失
奉
節
墓
誌
」
を
見
て
み
た
い
。

「
執
失
奉
節
墓
誌
」
四
〜
五
行
目
﹇
氣
賀
澤
編
二
〇
〇
九
、
六
七
一
﹈

大
父
（
＝
執
失
武
）
は
皇
朝
の
上
柱
国
・
安
国
公
・
食
邑
三
千
戸
な
り
。

英
姿
は
卓
遠
に
し
て
、
智
勇
は
凝（

奥
深
い
）邃

な
り
。
草（

草
創
期
）昧

に
往
居
し
、
擁
衆
し

て
（
米
）〔
来
〕）

13
（

王
す
。
叶と

も

に
参
墟
に
元
契
し
、
私ひ

そ

か
に
汾
水
に
利（

封
建
）建

せ

ら
れ
、
東
夏
を
掃
清
し
、
北
燕
を
夷
定
す
。
…
（
中
略
）
…
父
（
＝
執

失
思
力
）
は
左
驍
衛
大
将
軍
・
定
襄
都
督
・

馬
都
尉
・
上
柱
国
に
し

て
、
安
国
公
を
襲
爵
す）

14
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こ
の
墓
誌
が
大
父
の
帯
び
る
官
称
号
か
ら
、
執
失
思
力
の
息
子
の
も
の
で
あ

る
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
る
﹇
賀
梓
城
一
九
八
四
、
五
七
頁
／
石
見
二
〇
〇

七
Ａ
、
三
七
五
頁
／
石
見
二
〇
〇
七
Ｃ
、
五
九
頁
﹈。
一
方
、
こ
の
墓
誌
中
に

「
東
夏
」
と
「
北
燕
」
と
い
う
語
が
現
れ
て
い
る
こ
と
に
は
指
摘
が
な
い
。
こ

の
両
者
の
う
ち
、「
東
夏
」
と
は
「
史
善
應
墓
誌
」
に
用
例
が
あ
る
。

「
史
善
應
墓
誌
」
一
〇
〜
一
二
行
目

（
武
徳
）
三
年
、
左
翊
衛
驃
騎
将
軍
に
除
せ
ら
る
。
後
に
皇
上
の
東
夏
を

討
平
す
る
に
従
い
、
恒
に
軍
鋒
に
冠
た
り
、
榮
勲
は
第
一
な
れ
ば
、
上

柱
國
を
加
え
、
弓
髙
侯
に
封
ぜ
ら
る）

15
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前
稿
﹇
齊
藤
二
〇
一
五
、
八
五－

八
六
頁
﹈
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
東



隋
末
唐
初
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る
突
厥
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一
可
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と
北
中
国

一
二
七

夏
」
と
は
河
北
の
竇
建
徳
が
建
て
た
夏
国
の
こ
と
と
見
て
間
違
い
な
い
。
唐

に
帰
順
し
た
阿
史
那
氏
出
身
の
史
善
應
は
、「
皇
上
」
こ
と
李
世
民
の
指
揮
下

で
竇
建
徳
討
伐
に
参
戦
し
て
い
る
が
、
同
様
に
執
失
奉
節
も
李
世
民
の
麾
下

で
竇
建
徳
と
戦
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
北
燕
」
も

群
雄
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
て
史
料
を
検
索
す
る
と
、
次
の
史
料
に
当
た
る
。

『
旧
唐
書
』
巻
五
五
「
高
開
道
伝
」（
二
二
五
六
頁
）

武
徳
元
（
六
一
八
）
年
…
（
中
略
）…
開
道
は
又
た
其
の
地
を
取
り
、
進

み
て
漁
陽
郡
を
陷
す
。
馬
數
千
匹
を
有
し
、
衆
は
且
に
萬
人
に
な
ら
ん

と
す
れ
ば
、
自
ら
立
ち
て
燕
王
と
為
り
、
漁
陽
に
都
す）
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こ
の
記
事
は
、
河
北
北
部
の
薊
州
漁
陽
郡
を
拠
点
と
し
た
高
開
道
が
、
燕
王

を
自
称
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
記
事
の
直
後
に
は
、

武
徳
三
年
に
燕
国
を
号
し
て
自
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
（
同
、
二
二

五
七
頁
）、「
北
燕
」
が
高
開
道
を
指
す
蓋
然
性
は
高
い
。
高
開
道
と
李
世
民

の
軍
が
直
接
戦
闘
を
行
っ
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
高
開
道
は
突

厥
の
騎
馬
軍
と
と
と
も
に
恒
州
・
幽
州
・
定
州
・
易
州
と
い
っ
た
河
北
各
地

に
攻
撃
を
繰
り
返
し
て
お
り
（
同
、
二
二
五
七
頁
）、
執
失
氏
の
騎
馬
軍
団
が

そ
れ
に
応
戦
し
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
執
失
武
は
太
原
で

の
李
淵
の
起
兵
に
突
厥
か
ら
の
援
軍
と
し
て
参
加
し
た
後
、
李
世
民
の
麾
下

に
加
え
ら
れ
て
群
雄
討
伐
に
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
執
失
思
力
が
太
宗
の
も
と
で
信
頼

を
得
た
背
景
に
は
、
父
の
武
が
即
位
前
か
ら
李
世
民
の
指
揮
下
で
軍
事
行
動

を
と
も
に
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
李
世
民
と
武
と
の
個
人

的
な
人
間
関
係
に
基
づ
き
、
思
力
が
パ
イ
プ
役
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
執
失
氏
の
う
ち
武
と
淹
は
唐
の
騎
馬
軍
団
の
一
翼
を
編
成

し
、
長
安
制
圧
の
後
も
群
雄
討
伐
に
貢
献
し
て
い
た
。
一
方
で
、
思
力
は
突

厥
の
公
的
使
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
思
力
が
唐
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

頡
利
可
汗
か
ら
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
六
二
六
年
の
便
橋
事
件
の
後
に

も
、
六
三
〇
年
に
使
者
と
し
て
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
執
失
氏
は
一
族
の
一
部
を
突
厥
、
一
部
を
唐
に
分
け
て
所
属
さ

せ
る
こ
と
で
両
者
と
の
関
係
を
確
保
し
て
い
た
、
両
属
性
を
持
っ
た
一
族
だ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

筆
者
が
前
稿
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
執
失
氏
以
外
に
、
阿
史
那
什
鉢

苾
・
阿
史
那
思
摩
・
阿
史
那
蘇
尼
失
・
史
大
奈
・
史
善
應
と
い
う
五
人
の
阿

史
那
氏
の
人
物
が
、
唐
に
完
全
に
帰
順
す
る
以
前
か
ら
密
か
に
突
厥
を
裏
切

り
、
ま
だ
太
宗
に
即
位
す
る
前
の
秦
王
李
世
民
と
個
人
的
な
関
係
を
結
ん
で

お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
唐
の
突
厥
羈
縻
支
配
は
彼
ら
に
統
治
を
委
任
す
る
形
で

始
め
ら
れ
た
﹇
齊
藤
二
〇
一
五
﹈。
唐
が
急
速
に
力
を
持
ち
始
め
た
段
階
で
、

突
厥
の
有
力
者
は
、
唐
に
も
帰
属
す
る
両
属
関
係
を
取
る
場
合
が
多
か
っ
た

の
で
あ
る
。

三
、
群
雄
の
両
属
性

　

突
厥
の
人
び
と
に
見
ら
れ
る
両
属
性
は
北
中
国
の
群
雄
に
も
見
ら
れ
る
現

象
で
あ
る
。
既
に
呉
玉
貴
氏
﹇
一
九
九
八
、
一
五
九
頁
﹈
に
よ
っ
て
指
摘
が

あ
る
よ
う
に
、
豊
州
を
拠
点
と
し
て
い
た
張
長
遜
や
、
雲
州
を
拠
点
と
し
て



一
二
八

い
た
郭
子
和
は
弱
小
の
た
め
、
突
厥
と
唐
と
の
両
属
関
係
を
保
っ
て
い
た
。

『
旧
唐
書
』
巻
五
七
「
張
長
遜
伝
」（
二
三
〇
一－

二
三
〇
二
頁
）

天
下
の
亂
れ
る
に
及
び
、
遂
に
突
厥
に
附
せ
ば
、
長
遜
を
號
し
て
割
利

特
勤
と
為
す
。
義
旗
の
建
つ
に
及
び
て
、
長
遜
は
郡
を
以
て
降
れ
ば
、

五
原
太
守
を
授
け
、
尋
い
で
豐
州
總
管
に
除
す）
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こ
の
よ
う
に
、
張
長
遜
は
突
厥
か
ら
は
「
割
利
特
勤
」
を
、
唐
か
ら
は
「
豊

州
総
管
」
を
与
え
ら
れ
た
。
突
厥
よ
り
与
え
ら
れ
た
「
特
勤
」
と
は
、
古
代

ト
ル
コ
語
の
称
号tegin

の
漢
字
音
写
で
あ
り
、
可
汗
の
代
替
わ
り
ご
と
に

与
え
ら
れ
る
「
王
子
」
の
称
号
で
あ
る
﹇
護
一
九
六
七
、
三
六
五
、
四
〇
七

頁
／
鈴
木
二
〇
〇
五
、
五
四－

五
五
頁
／cf. ED

, p.483

﹈。
こ
の
史
料
に

は
、
唐
に
降
っ
た
際
に
突
厥
か
ら
離
脱
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は

唐
へ
の
帰
順
は
名
義
上
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
﹇
呉
玉
貴
一
九
九
八
、

一
五
九－

一
六
〇
頁
﹈。
と
い
う
の
も
、
次
の
記
事
に
は
頡
利
可
汗
の
命
に
よ

っ
て
張
長
遜
が
唐
の
軍
隊
に
合
流
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
通
典
』
巻
一
九
七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
〇
八
頁
）

初
め
、
隋
の
五
原
太
守
の
張
長
遜
は
亂
に
因
り
其
の
部
す
る
所
の
五
城

を
以
て
突
厥
に
隸し

た
がえ

ば
、
歆
は
又
た
頡
利
に
說
き
て
長
遜
を
遣
わ
し
て

入
朝
せ
し
め
、
五
原
の
地
を
以
て
我
に
歸
せ
し
め
ん
と
す
。
頡
利
は
並

び
に
之
に
從
い
、
因
り
て
突
厥
の
兵
及
び
長
遜
の
衆
を
發
し
て
、
並
び

に
太
宗
の
軍
所
に
會
せ
し
む）
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こ
の
時
の
派
兵
が
上
の
『
旧
唐
書
』
の
記
事
に
見
え
る
唐
へ
の
帰
順
に
当
た

る
た
め
、
張
長
遜
が
突
厥
か
ら
離
反
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
旧
唐
書
』

の
記
述
は
本
人
と
唐
朝
に
と
っ
て
不
利
な
情
報
を
隠
蔽
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
な
お
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
五
（
五
七
八
六－

五
七
八
七
頁
）
は
、

こ
の
事
件
を
六
一
八
（
武
徳
元
）
年
に
紀
年
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
張
長
遜
は
突
厥
と
の
関
係
も
続
け
な
が
ら
唐
に
合
流
し
た

の
で
あ
り
、
唐
と
突
厥
に
両
属
し
た
群
雄
で
あ
る
。

　

続
い
て
郭
子
和
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

『
旧
唐
書
』
巻
五
六
「
李
子
和
伝
」（
二
二
八
二
頁
）

衆
二
千
餘
騎
を
有
ち
、
南
の
か
た
梁
師
都
に
連
な
り
、
北
の
か
た
突
厥

の
始
畢
可
汗
に
附
き
、
並
び
に
子
を
送
り
質
と
為
し
以
て
自
固
す
。
始

畢
は
先
に
劉
武
周
（
拠
点
・
代
州
）
を
署
し
て
定
楊
天
子
と
為
し
、
梁

師
都
（
拠
点
・
夏
州
）
は
解
事
天
子
と
為
す
に
、
又
た
子
和
を
以
て
平

楊
天
子
と
為
さ
ん
と
す
る
も
、
子
和
は
固
く
辭
し
て
敢
え
て
當
た
ら
ざ

れ
ば
、
始
畢
は
乃
ち
更
め
て
子
和
を
署
し
て
屋
利
設
と
為
す
。
武
德
元

年
、
遣
使
し
て
歸
款
す
れ
ば
、
榆
林
郡
守
を
授
く
。
尋
い
で
雲
州
總
管

を
就
拜
し
、
金
河
郡
公
に
封
ぜ
ら
る
。
二
年
、

國
公
に
進
封
せ
ら
る
。

時
に
師
都
強
暴
な
れ
ば
、
子
和
は
攻
め
る
所
と
為
る
を
慮
り
、
尋
い
で

兵
を
勒
し
て
師
都
を
寧
朔
城
に
襲
い
、
之
に
克
つ
。
子
和
は
既
に
師
都

と
絕
え
、
又
た
突
厥
の
間
釁
を
伺
え
ば
、
遣
使
し
て
以
て
聞
せ
ん
と
す

る
も
、
處
羅
可
汗
の
候
騎
の
獲
る
所
と
為
り
、
處
羅
は
大
い
に
怒
り
、

其
の
弟
の
子
升
を
囚
う
。
子
和
は
自
か
ら
孤
危
な
る
を
以
て
甚
だ
懼
る
。

四
年
、
戶
口
を
拔
き
て
南
徙
す
れ
ば
、
詔
し
て
延
州
故
城
を
以
て
之
を

居
せ
し
む）
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隋
末
唐
初
期
に
お
け
る
突
厥
第
一
可
汗
国
と
北
中
国

一
二
九

　

ま
ず
、
隋
が
滅
び
る
以
前
、
郭
子
和
は
突
厥
に
帰
順
し
て
屋
利
設
と
な
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
設
と
は
、
古
代
ト
ル
コ
語
の
称
号
で
シ
ャ
ドšad

の
音
写
で
あ
り
、
シ
ャ
ド
と
は
突
厥
第
一
可
汗
国
に
お
い
て
大
可
汗
と
は
別

に
「
封
建
的
」
領
土
・
領
民
を
有
す
る
「
封
建
的
」
諸
侯
で
あ
っ
た
﹇
護
一

九
六
七
、
三
五
二
頁
﹈。
彼
の
称
号
の
「
屋
利
」
は
、
ド
ロ
ン
プ
氏
に
よ
れ
ば

「
屈
利
」
の
誤
写
で
あ
る
と
い
う
﹇D

rom
pp 2007, p.189

﹈。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
「
屋
（
屈
）
利
設
」
と
い
う
称
号
は
古
代
ト
ル
コ
語
でK

öli Šad

と
復

元
で
き
よ
う）
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（

。
つ
づ
い
て
、
彼
は
武
徳
元
（
六
一
八
）
年
に
唐
に
帰
順
し
た

が
、
突
厥
を
裏
切
っ
て
唐
と
連
絡
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
捕
ら
え
ら
れ
、

処
羅
可
汗
の
怒
り
を
買
っ
た
。
処
羅
可
汗
の
在
位
は
六
一
九
〜
六
二
〇
年
な

の
で
、
こ
れ
は
唐
に
帰
順
し
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
唐
へ
の
帰
順
が
処

羅
可
汗
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
唐
と
連
絡
し
た
と
こ
ろ
で
怒
り

を
買
う
い
わ
れ
は
な
い
の
で
、
唐
へ
の
帰
順
は
処
羅
可
汗
に
は
内
密
に
行
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
郭
子
和
も
唐
と
突
厥
の
両
者
を
秤
に
か
け
、
両
属
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
郭
子
和
が
雲
州
を
離
脱
し
て
完
全
に
唐
に
帰
順

し
、
延
州
に
拠
点
を
移
し
た
の
は
武
徳
四
（
六
二
一
）
年
の
こ
と
な
の
で
、

足
か
け
四
年
間
、
突
厥
と
唐
の
間
で
両
属
関
係
を
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
群
雄
は
「
割
利
特
勤
」
や
「
屋
（
屈
）
利
設
」
と

い
っ
た
突
厥
の
称
号
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
護
雅
夫
氏
は
、
こ
れ
ら
の
群
雄
に
与
え
ら
れ
た
称
号

は
突
厥
の
固
有
官
制
に
組
み
込
ま
れ
た
称
号
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
別
物
と

し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
﹇
護
一
九
六
七
、
三
三
六
頁
﹈。

こ
れ
ら
の
称
号
の
中
に
は
、
上
の
「
李
子
和
伝
」
に
見
え
る
よ
う
に
、「
定

楊
」「
平
楊
」
な
ど
の
称
号
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
楊
氏
を
平
定
す
る
」

と
い
う
意
味
か
ら
隋
へ
の
敵
対
を
示
し
た
称
号
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
﹇
呉
玉
貴
一
九
九
八
、
一
六
四
頁
／D

rom
pp 2007, p.189

﹈。
し
か
し
、

突
厥
は
後
の
六
二
〇
年
に
隋
室
の
生
き
残
り
で
あ
る
楊
政
道
を
擁
立
し
て
お

り
﹇
石
見
一
九
九
八
、
八
九
頁
﹈、
突
厥
側
に
隋
を
打
倒
す
る
強
い
意
志
が
あ

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
称
号
は
突
厥
側
の
要
請
で

付
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
群
雄
た
ち
が
突
厥
に
対
し
て
認
可
を
求
め
た

称
号
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
、
突
厥
は
漠

南
に
中
心
地
が
あ
り
﹇D

e la V
aissière 2015

﹈、
北
中
国
に
近
接
す
る
最

大
の
勢
力
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
群
雄
側
か
ら
す
る
と
、
突
厥
の
称
号
を

得
る
こ
と
は
突
厥
か
ら
援
助
を
得
た
印
で
あ
り
、
権
威
付
け
に
大
き
な
意
義

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
突
厥
か
ら
称
号
を
受
け
つ
つ
、
唐
に
も
服
属
す
る

と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
た
。
こ
の
立
場
は
突
厥
有
力
者
と
類
似
し
て
い
る
。

前
章
で
述
べ
た
執
失
淹
は
突
厥
の
エ
ル
テ
ベ
ル
で
あ
る
の
と
同
時
に
唐
の
長

安
制
圧
に
際
し
て
金
紫
光
禄
太
夫
・
上
柱
国
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
執
失
武

は
同
じ
く
エ
ル
テ
ベ
ル
を
継
承
し
た
の
と
同
時
に
、
六
二
六
（
武
徳
九
）
年

の
便
橋
事
件
以
前
に
上
大
将
軍
・
右
衛
大
将
軍
・
上
柱
国
・
安
国
公
を
唐
か

ら
授
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
二
四
（
武
徳
七
）
年
に
李
世
民
と
盟
約
を

結
ん
だ
と
見
ら
れ
る
夾
畢
特テ

勤ギ
ン

の
阿
史
那
思
摩
﹇
齊
藤
二
〇
一
五
、
八
三
頁
﹈



一
三
〇

は
、
武
徳
年
間
に
和
順
郡
王
の
爵
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
﹇『
通
典
』
巻
一
九

七
「
辺
防
十
三 

突
厥
上
」（
五
四
一
五
頁
）﹈。
こ
の
よ
う
に
、
突
厥
の
有
力

者
に
せ
よ
、
北
中
国
の
群
雄
に
せ
よ
、
突
厥
に
従
い
つ
つ
、
唐
か
ら
の
身
分

も
受
け
る
こ
と
で
生
き
残
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
た
。
そ
う
す
れ
ば
い
ず
れ

か
が
敗
北
し
た
と
し
て
も
も
う
一
方
で
身
分
を
保
障
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
群
雄
が
突
厥
に
接
近
す
る
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
突
厥
か
ら
群
雄

に
働
き
か
け
を
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

『
旧
唐
書
』
巻
五
五
「
苑
君
璋
伝
」（
二
二
五
五－

二
二
五
六
頁
）

君
璋
は
部
す
る
所
稍
稍
離
散
し
勢
蹙せ

ま

れ
ば
、
降
る
を
請
う
に
、
高
祖
は

之
を
許
し
、
遣
使
し
て
賜
う
に
金
券
を
以
て
す
。
會
た
ま
突
厥
の
頡
利

可
汗
は
復
た
之
を
遣
召
す
る
に
、
君
璋
は
猶（

躊
躇
）豫

し
て
未
だ
決
せ
ず
。
其

の
子
の
孝
政
曰
わ
く
、「
劉
武
周
は
殷

（
い
ま
し
め
）

鑒
と
為
す
に
足
ら
ん
。
今
既
に
唐

に
降
る
も
、
又
た
頡
利
に
歸
す
は
、
滅
び
を
取
る
の
道
な
り
。
糧
儲
は

已
に
盡
き
、
人
情
は
悉
く
離
れ
る
に
、
如
し
更
に
遲
留
す
れ
ば
、
變
は

肘（
腹
心
）腋

に
生
ぜ
ん
」
と
。
恆
安
の
人
の
郭
子
威
は
君
璋
に
說
き
て
曰
わ
く
、

「
恆
安
（
＝
大
同
近
郊
）
の
地
は
、
王
者
の
舊
都
に
し
て
、
山
川
の
形
勝

は
、
險
固
と
為
す
に
足
る
。
突
厥
は
方ま

さ

に
強
く
、
我
が
脣
齒
と
為
ら
ん
。

此
の
堅
城
に
據
れ
ば
、
天
下
の
變
を
觀
る
に
足
る
も
、
何
ぞ
乃
ち
人
に

降
ら
ん
と
欲
す
る
や
」
と
。
君
璋
は
其
の
計
を
然
り
と
し
、
乃
ち
我
が

行
人
を
執
え
て
突
厥
に
送
り
、
突
厥
と
軍
を
合
わ
せ
て
太
原
の
北
境
を

寇
す）

21
（

。

こ
れ
は
、
六
二
三
（
武
徳
六
）
年
﹇
岑
仲
勉
一
九
五
八
、
一
五
一
頁
﹈
の
記

事
で
あ
る
。
唐
に
帰
順
し
た
苑
君
璋
に
対
し
て
、
頡
利
可
汗
が
改
め
て
誘
い

を
か
け
、
苑
君
璋
は
周
囲
の
意
見
を
参
考
に
し
つ
つ
再
び
突
厥
に
帰
順
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
唐
に
帰
順
し
た
人
物
を
突
厥
が
再
び

勧
誘
す
る
と
い
う
、
苑
君
璋
の
帰
属
を
め
ぐ
る
い
わ
ば
リ
ク
ル
ー
ト
合
戦
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
群
雄
は
自
ら
の
勢

力
に
基
づ
き
唐
と
突
厥
の
間
を
渡
り
歩
い
て
お
り
、
両
勢
力
は
彼
ら
を
自
陣

営
に
置
く
た
め
に
勧
誘
を
行
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
配
下
の
寝
返
り
に
対
し
て
神
経
を
と
が
ら
せ

る
よ
う
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
唐
の
側
も
、
配
下
が
突
厥
に
寝
返
る

こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
。

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
〇
「
唐
高
祖 

武
徳
六
年
条
」（
五
九
七
二
頁
）

突
厥
は
弘
農
公
の
劉
世
讓
己
の
患
と
為
る
を
惡
み
、
其
の
臣
の
曹
般
陁

を
遣
わ
し
て
、
世
讓
は
可
汗
と
通
謀
し
亂
を
為
す
を
欲
す
と
來
言
せ
し

む
れ
ば
、
上
は
之
を
信
ず
。
冬
十
月
丙
午
、
世
讓
を
殺
し
其
の
家
を
籍

す）
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劉
世
譲
は
突
厥
使
節
の
偽
の
情
報
に
よ
り
唐
か
ら
突
厥
と
通
じ
て
い
る
こ
と

を
疑
わ
れ
、
処
刑
さ
れ
て
い
る
。
外
部
勢
力
の
も
た
ら
し
た
情
報
を
裏
付
け

な
し
に
鵜
呑
み
に
し
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
内
通
者
が
多
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

こ
の
事
件
は
、
郭
子
和
が
唐
に
内
通
し
た
こ
と
で
突
厥
の
怒
り
を
買
っ
た
こ

と
と
表
裏
を
な
す
。
突
厥
側
に
せ
よ
、
唐
側
に
せ
よ
、
自
陣
営
に
属
す
も
の

が
相
手
方
に
通
じ
る
こ
と
に
目
を
光
ら
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



隋
末
唐
初
期
に
お
け
る
突
厥
第
一
可
汗
国
と
北
中
国

一
三
一

　

ま
た
、
偽
の
情
報
を
唐
に
も
た
ら
し
て
い
る
人
物
は
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
カ

ブ
ー
ダ
ン
出
身
で
あ
る
こ
と
を
示
す
曹
姓
で
あ
り
、
名
前
の
般
陁
も
奴
隷
を

意
味
す
る
ソ
グ
ド
語
の
ヴ
ァ
ン
ダ
クvandak

と
解
釈
で
き
る
こ
と
か
ら
、
曹

般
陁
は
確
実
に
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
。
ソ
グ
ド
人
が
突
厥
唐
と
の
間
を
相
互
に

行
き
来
し
て
情
報
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

護
﹇
一
九
六
七
、
六
二－

六
九
頁
﹈
に
よ
れ
ば
、
突
厥
第
一
可
汗
国
で
は

少
な
く
と
も
第
八
代
都
藍
可
汗
期
以
降
、
ソ
グ
ド
人
が
可
汗
の
信
任
を
受
け
、

集
落
を
作
っ
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
頡
利
可
汗
も
ソ
グ
ド
人
を
信
任

し
て
利
用
し
て
い
た
。
上
の
記
事
の
よ
う
な
、
唐
や
他
の
群
雄
と
の
間
を
行

き
来
す
る
情
報
源
と
し
て
の
役
割
も
ソ
グ
ド
人
に
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
隋
末
唐
初
期
の
北
中
国
は
、
人
材
の
争
奪
戦
が
突
厥
と

唐
と
の
間
に
頻
繁
に
起
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
唐
だ
け
で
は
な
く
、
突
厥
側

に
と
っ
て
も
農
牧
接
壌
地
帯
の
人
材
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
漠
南
に
本
拠
を
構
え
唐
と
対
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
以
上
、
突
厥

が
北
中
国
農
耕
地
帯
に
接
触
す
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
従
来
か
ら
突
厥
宮
廷

で
活
躍
し
て
い
た
ゾ
グ
ド
人
に
加
え
て）
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、
北
中
国
に
慣
れ
た
漢
人
や
ソ
グ
ド

人
を
自
陣
営
に
引
き
込
む
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以

上
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
次
の
史
料
の
見
え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

『
新
唐
書
』
巻
二
一
五
上
「
突
厥
伝
上
」（
六
〇
三
四
頁
）

突
厥
の
俗
は
素
と
質
略
な
る
も
、
頡
利
は
華
士
の
趙
德
言
を
得
る
に
、

其
の
人
に
才
あ
り
と
し
、
之
を
委
信
し
、
稍
や
專
國
せ
し
む
。
又
た
政

を
諸
胡
に
委
ね
、
宗
族
を
斥
遠
し
て
用
い
ず
、
師
を
興
し
て
歲
ご
と
に

入
邊
す
れ
ば
、
下
は
苦
に
堪
え
ず）
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こ
の
史
料
は
突
厥
が
滅
亡
す
る
直
前
の
状
況
を
示
し
て
お
り
、
頡
利
可
汗
が

漢
人
や
ソ
グ
ド
人
を
優
遇
し
、
信
任
し
た
た
め
に
突
厥
に
混
乱
が
も
た
ら
さ

れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
重
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
突
厥
王
族
た
ち
の

不
満
は
高
ま
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
農
牧
接
壌
地
帯
経
営
に
と
っ
て
や
む
を

得
な
い
状
況
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
隋
末
唐
初
期
に
お
け
る
突
厥
第
一
可
汗
国
と
唐
と
の
間
の
人

の
交
流
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
執
失
氏
の
よ
う
に
一
族
を
両
陣
営
に
振

り
分
け
て
い
る
例
や
、
阿
史
那
氏
の
有
力
者
の
よ
う
に
唐
と
の
間
に
密
か
に

盟
約
を
結
び
、
身
分
を
確
保
し
て
い
た
例
が
あ
り
、
群
雄
の
中
に
も
張
長
遜

や
郭
子
和
の
よ
う
に
両
者
に
臣
属
し
て
い
る
例
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

隋
末
唐
初
期
に
は
突
厥
と
唐
の
両
者
に
臣
属
す
る
両
属
関
係
を
取
っ
て
い
る

有
力
者
が
、
突
厥
に
も
群
雄
に
も
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
石
見
﹇
一
九
九
九
﹈
は
こ
の
中
間
地
帯

を
二
面
性
の
あ
る
地
域
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
本
稿
で
も

改
め
て
確
認
で
き
た
部
分
で
あ
る
。
加
え
て
言
う
な
ら
、
頡
利
可
汗
が
群
雄

の
リ
ク
ル
ー
ト
を
行
っ
て
い
た
点
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
突
厥
側
も
農
牧

接
壌
地
帯
に
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
い
、
自
陣
営
の
増
強
に
努
め
て
い
た



一
三
二

点
は
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
隋
末
唐
初
の
時
代
に
は
、
唐
と
突
厥
に

よ
る
農
牧
接
壌
地
帯
の
「
パ
イ
の
奪
い
合
い
」
が
発
生
し
て
い
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
突
厥
王
族
が
次
々
と
唐
に
両
属
し
て
い
っ
た
状
況
が
象
徴

的
に
示
す
よ
う
に
、
唐
は
こ
の
奪
い
合
い
に
勝
利
し
、
突
厥
に
対
し
て
優
位

に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

石
見
﹇
二
〇
〇
八
Ａ
、
六
九
頁
／
二
〇
一
〇
、
八
頁
﹈
は
、
唐
の
統
一
と

は
中
国
の
統
一
で
は
な
く
、
突
厥
第
一
可
汗
国
の
滅
亡
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ

る
内
モ
ン
ゴ
リ
ア
と
華
北
の
統
一
で
あ
る
と
い
う
道
筋
を
示
し
た
が
、
そ
こ

に
い
た
る
ま
で
の
間
に
突
厥
と
の
間
で
農
牧
接
壌
地
帯
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ

り
、
そ
の
争
い
に
勝
利
し
た
結
果
、
唐
は
突
厥
の
打
倒
に
い
た
っ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
遊
牧
政
権
に
も
農
牧
接
壌
地
帯
に
溜
ま
っ
た
力
は
大
き
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
突
厥
第
一
可
汗
国
は
何
も
そ
の
力
を
利
用
し
て
中

国
を
征
服
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
中
国
を
征
服
す

る
た
め
だ
け
に
そ
の
力
を
使
う
と
は
限
ら
な
い
。
遊
牧
国
家
の
勢
力
増
大
に

も
そ
れ
は
有
効
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
鈴
木
宏
節
氏
が
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
突
厥
第
二
可
汗
国
は
農
牧
接
壌
地
帯
か
ら
登
場
し
、
漠
北
ま
で

拡
大
し
て
い
っ
た
勢
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
﹇
鈴
木
二
〇
〇
六
、
二
五－

二
六

頁
﹈。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
農
牧
接
壌
地
帯
の
遊

牧
国
家
に
対
す
る
影
響
の
一
端
と
し
て
、
本
稿
の
検
討
は
意
義
を
有
し
て
い

る
。
今
後
は
、
農
牧
接
壌
地
帯
が
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
遊
牧
民
族
史
に
与
え
た

影
響
を
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
）  

名
称
に
微
妙
な
差
異
は
あ
れ
ど
、
廣
瀬
二
〇
一
〇
／
森
部
二
〇
一
〇
／
古
松
二

〇
一
一
／
山
内
二
〇
一
一
な
ど
で
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
地
域
区
分
が
使
わ
れ

て
い
る
。

（
2
）  

こ
の
中
間
地
帯
は
、
ほ
か
に
妹
尾
﹇
二
〇
〇
一
、
三
〇－

三
四
頁
﹈
で
は
「
農

業－

遊
牧
境
域
線
」、
妹
尾
﹇
二
〇
〇
六
﹈
で
は
「
農
業－

遊
牧
境
界
地
帯
」、
李

鴻
賓
﹇
二
〇
一
一
Ａ
Ｂ
﹈
で
は
、「
長
城
区
域
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
3
）  

森
部
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
三
、
二
〇
一
四
／
山
下
二
〇
一
一
、
二
〇
一
四
／
村

井
二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
八
、
二
〇
一
〇
、
二
〇
一
五
／
森
部
・
齊
藤
二
〇
一
三
／

齊
藤
二
〇
一
五
／
西
村
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
九
、
二
〇
一
〇
な
ど
。

（
4
）  

突
厥
の
歴
史
は
、
建
国
か
ら
唐
に
一
旦
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
の
「
突
厥
第
一
可
汗

国
」（
五
五
二
〜
六
三
〇
年
）、
唐
の
間
接
統
治
を
受
け
た
「
羈
縻
支
配
時
代
」（
六

三
〇
〜
六
八
二
年
）、
唐
の
支
配
を
脱
し
て
か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
な
ど
の
敵
対
部
族
に

よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
の
「
突
厥
第
二
可
汗
国
」（
六
八
二
〜
七
四
五
年
）
の
三

つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

（
5
）  

隋
末
唐
初
期
の
戦
乱
に
つ
い
て
概
括
的
に
述
べ
た
研
究
と
し
て
、
小
笠
原
一
九

五
〇
／
鈴
木
一
九
五
二
／
横
田
一
九
五
三
Ａ
Ｂ
／
漆
侠
一
九
五
四
／
氣
賀
澤
一
九

七
九
、
一
九
八
二
／
布
目
二
〇
〇
三
な
ど
が
あ
る
。
個
別
テ
ー
マ
の
研
究
は
膨
大

な
の
で
割
愛
す
る
。

（
6
）  D

e la V
aissière 2015

。
そ
れ
以
前
か
ら
岩
佐
一
九
三
六
、
八
四－

八
五
頁
／

岑
仲
勉
一
九
五
八
、
九
七
八－

九
八
五
頁
／Czeglédy 1962, pp.66－

68, n.24

／
林
俊
雄
一
九
八
五
、
一
二
一
頁
／
張
二
〇
〇
七
／
鈴
木
宏
節
二
〇
一
一
、
五
二

頁
な
ど
で
漠
南
に
中
心
地
が
あ
る
と
示
唆
さ
れ
て
い
た
が
、
論
証
を
経
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
筆
者
も
こ
の
点
を
論
証
す
べ
く
口
頭
発
表
を
行
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
﹇
齊
藤
二
〇
〇
七
﹈
が
、
文
章
化
に
い
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。

（
7
）  

雁
門
事
変
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
護
一
九
六
七
、
一
七
三－

一
七
六
頁
／
呉

玉
貴
一
九
九
八
、
一
五
一－

一
五
二
頁
／
袁
剛
二
〇
〇
二
／
許
益
二
〇
〇
七
／
王

援
朝
二
〇
一
二
／
朱
振
宏
二
〇
一
五
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）  

曾
祖
淹
、
本
蕃
頡
利
發
。　　

皇
初
起
太
原
、
領
數
千
騎
援
接
至
京
、
以
功
拜
金



隋
末
唐
初
期
に
お
け
る
突
厥
第
一
可
汗
国
と
北
中
国

一
三
三

紫
光
禄
太
夫
・
上
柱
國
。
仍
降　

　

特
制
、
以
執
失
永
爲
突
厥
大
姓
、
新
昌
縣
樹

功
政
碑
。
…
（
中
略
）…
祖
武
、
本
蕃
頡
利
發
。
以
元
勲
之
子
、　　

皇
授
上
大
將

軍
・
右
衞
大
將
軍
・
上
柱
國
・
安
國
公
。
于
時
頡
利
可
汗
率
百
萬
之
衆
寇
至
渭
橋
、

蟻
結
蜂
飛
、
雲
屯
霧
合
。
祖
即
遣
長
子
思
力
入
朝
獻
策
。
太
宗
嘉
其
誠
節
、
取
其

謀
効
、
遣
與
李
靖
計
會
、
内
外
應
接
、
因
擒
頡
利
可
汗
。
賊
徒
盡
獲
、　　

太
宗
與

思
力
歃
血
而
盟
曰
、「
代
代
子
孫
、
無
相
侵
擾
」。
即
賜
金
券
、
因
尚
九
江
公
主
、

馬
都
尉
、
贈
武
輔
國
大
將
軍
。

（
9
）  

大
唐
起
義
太
原
、
劉
文
靜
聘
其
國
、
引
以
為
援
。
始
畢
遣
特
勤
・
康
稍
利
獻
馬

千
匹
、
會
於
絳
郡
、
又
遣
二
千
騎
助
軍
、
從
平
京
城
。

（
10
）  

唐
が
財
貨
を
支
払
っ
た
こ
と
で
突
厥
が
退
却
し
た
と
い
う
記
録
は
、『
旧
唐
書
』

な
ど
、
唐
の
歴
史
書
で
は
隠
蔽
さ
れ
て
明
記
さ
れ
ず
、
先
行
研
究
で
は
断
片
的
に

残
さ
れ
た
記
述
を
も
と
に
そ
の
よ
う
に
推
論
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
北

宋
の
端
拱
二
（
九
八
九
）
年
正
月
、
戸
部
郎
中
張
洎
の
上
疏
中
に
は
、
次
の
よ
う

な
文
言
が
あ
る
。

『
宋
会
要
輯
稿
』「
蕃
夷
一
之
二
〇
」

昔む
か
し者

隋
季
板
蕩
す
る
に
、
唐
室
は
勃
興
す
れ
ば
、
高
祖
・
太
宗
は
肇
め
て
天

位
に
升
り
、
英
・
衛
・
房
・
杜
は
佐
命
の
雄
と
爲
る
。
頡
利
可
汗
は
遽に

わ

か
に

京
邑
を
犯
せ
ば
、
太
宗
は
躬
ら
車
駕
を
枉
げ
、
以
て
其
の
夙
好
を
敦
く
し
、

廣
く
財
貨
を
輸い

た

し
、
以
て
其
の
貪
心
を
厭お

さ

う
。（
昔
者
隋
季
板
蕩
、
唐
室
勃

興
、
高
祖
・
太
宗
肇
升
天
位
、
英
・
衛
・
房
・
杜
爲
佐
命
之
雄
。
頡
利
可
汗

遽
犯
京
邑
、
太
宗
躬
枉
車
駕
、
以
敦
其
夙
好
、
廣
輸
財
貨
、
以
厭
其
貪
心
。）

 
 

こ
の
記
述
か
ら
、
便
橋
事
件
の
際
に
太
宗
が
財
貨
を
払
っ
て
突
厥
に
撤
退
を
う

な
が
し
た
と
、
北
宋
初
期
の
官
僚
た
ち
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

当
時
は
ま
だ
原
史
料
が
残
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、『
旧
唐
書
』
の
記
述
は
鵜
呑

み
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
記
述
か
ら
、
唐
が
財
貨
を

支
払
っ
て
退
却
を
う
な
が
し
た
と
い
う
、
先
行
研
究
の
推
論
に
強
力
な
傍
証
が
与

え
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

（
11
）  

癸
未
、
頡
利
遣
其
腹
心
執
失
思
力
來
朝
、
自
張
形
勢
、
云
「
兵
百
萬
今
至
矣
」。

太
宗
誚
之
曰
、「
我
與
突
厥
面
自
和
親
、
汝
則
背
之
、
我
實
無
愧
。
又
義
軍
入
京
之

初
、
爾
父
子
並
親
從
我
、
賜
爾
玉
帛
、
前
後
極
多
。
何
故
全
忘
大
恩
、
自
誇
強
盛
。

我
當
先
戮
爾
矣
」。
思
力
懼
而
請
命
、
太
宗

之
於
門
下
省
。

（
12
）  

山
下
将
司
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
唐
に
降
っ
た
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
は
太
宗
と

の
紐
帯
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
り
、
中
に
は
先
祖
と
太
宗
と
の
虚
偽
の
紐
帯
を
記

し
た
石
刻
史
料
も
存
在
す
る
﹇
山
下
二
〇
一
一
、
六－

七
頁
﹈
の
は
事
実
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
唐
代
の
石
刻
史
料
は
歴
史
書
編
纂
の
た
め
に
史
館
に
提
出
す
る
行
状

を
参
考
に
撰
文
さ
れ
た
例
も
あ
る
よ
う
に
、
事
実
に
基
づ
き
な
が
ら
文
飾
を
施
す

の
が
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
﹇
石
見
二
〇
〇
七
Ｂ
、
一
三－

二
一
頁
／
石
見
二
〇

〇
八
Ｂ
、
一
一
九－

一
二
〇
頁
﹈。
そ
れ
ゆ
え
、
本
人
や
直
近
の
近
親
者
の
具
体
的

な
挿
話
ま
で
す
べ
て
虚
構
で
あ
る
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
13
）  

本
墓
誌
は
文
字
の
判
読
が
困
難
な
図
録
が
多
い
が
、
最
も
判
読
し
や
す
い
『
新

中
国
出
土
墓
誌 

陝
西
〔
貳
〕』﹇
三
〇
頁
﹈
の
写
真
を
見
る
限
り
で
は
こ
の
字
は

「
米
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
公
刊
さ
れ
た
録
文
は

す
べ
て
「
米
」
と
す
る
が
、「
米
」
で
は
意
味
が
取
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
一
画
違

い
の
「
来
」
の
誤
刻
で
あ
る
と
判
断
す
る
。「
来
王
」
と
は
、
天
子
の
元
に
来
朝
す

る
こ
と
で
あ
る
。

（
14
）  

大
父　

皇
朝
上
柱
国
・
安
国
公
・
食
邑
三
千
戸
。
英
姿
卓
遠
、
智
勇
凝
邃
。
往

居
草
昧
、
擁
衆
米マ

マ

王
。
叶
元
契
於
参
墟
、
私
利
建
於
汾
水
。
掃
清
東
夏
、
夷
定
北

燕
。
…
（
中
略
）
…
父
左
驍
衛
大
将
軍
・
定
襄
都
督
・

馬
都
尉
・
上
柱
国
、
襲

爵
安
国
公
。

（
15
）  

三
年
、
除
左
翊
衛
驃
騎
将
軍
。
後
従
（
改
行
）
皇
上
討
平
東
夏
、
恒
冠
軍
鋒
、

榮
勲
第
一
、
加
上
柱
國
、
封
弓
髙
侯
。

 
 

録
文
な
ら
び
に
拓
本
写
真
の
情
報
は
、
齊
藤
﹇
二
〇
一
五
、
八
五
頁
﹈
を
参
照

の
こ
と
。

（
16
）  

開
道
又
取
其
地
、
進
陷
漁
陽
郡
。
有
馬
數
千
匹
、
衆
且
萬
人
、
自
立
為
燕
王
、

都
于
漁
陽
。

（
17
）  
及
天
下
亂
、
遂
附
于
突
厥
、
號
長
遜
為
割
利
特
勤
。
及
義
旗
建
、
長
遜
以
郡
降
、

授
五
原
太
守
、
尋
除
豐
州
總
管
。

（
18
）  

初
、
隋
五
原
太
守
張
長
遜
因
亂
以
其
所
部
五
城
隸
於
突
厥
、
歆
又
說
頡
利
遣
長



一
三
四

遜
入
朝
、
以
五
原
地
歸
於
我
。
頡
利
並
從
之
、
因
發
突
厥
兵
及
長
遜
之
衆
、
並
會

於
太
宗
軍
所
。

（
19
）  

有
衆
二
千
餘
騎
、
南
連
梁
師
都
、
北
附
突
厥
始
畢
可
汗
、
並
送
子
為
質
以
自
固
。

始
畢
先
署
劉
武
周
為
定
楊
天
子
、
梁
師
都
為
解
事
天
子
、
又
以
子
和
為
平
楊
天
子
、

子
和
固
辭
不
敢
當
、
始
畢
乃
更
署
子
和
為
屋
利
設
。
武
德
元
年
、
遣
使
歸
款
、
授

榆
林
郡
守
。
尋
就
拜
雲
州
總
管
、
封
金
河
郡
公
。
二
年
、
進
封

國
公
。
時
師
都

強
暴
、
子
和
慮
為
所
攻
、
尋
勒
兵
襲
師
都
寧
朔
城
、
克
之
。
子
和
既
絕
師
都
、
又

伺
突
厥
間
釁
、
遣
使
以
聞
、
為
處
羅
可
汗
候
騎
所
獲
、
處
羅
大
怒
、
囚
其
弟
子
升
。

子
和
自
以
孤
危
、
甚
懼
。
四
年
、
拔
戶
口
南
徙
、
詔
以
延
州
故
城
居
之
。

（
20
）  

ド
ロ
ン
プ
氏
は
「
屈
利
設
」
をK

ül

（i

） Šad

と
復
元
す
る
が
、
内
藤
﹇
一
九
九

八
、
二
〇－

二
一
頁
﹈
は
、
屈
利
はköli

を
写
す
と
き
の
み
に
利
用
さ
れ
る
と
指

摘
し
て
い
る
た
め
改
め
る
。
ま
た
、
ド
ロ
ン
プ
氏
はkül

に
三
人
称
接
尾
辞
の
付

い
たkül

（i

）
と
い
う
形
を
想
定
し
た
が
、
現
在
で
はköl

と
読
む
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
突
厥
文
字
や
ウ
イ
グ
ル
文
字
にü

とö

の
書
き
分
け
が
な

い
が
た
め
に
、
こ
の
単
語
は
当
初
、kül

と
読
ま
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
研
究
の
進
展
に
よ
っ
てköl

と
読
み
改
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
カ
ー
シ
ュ
ガ
リ
ー
の
辞
書
はkül

の
意
味
に
「
灰
」
し
か
挙
げ
て
お
ら
ず

﹇CT
D
, I, p. 267

﹈、
反
対
にköl

はköl irkin

と
い
う
称
号
に
使
わ
れ
る
例
を
挙

げ
つ
つ
﹇CT

D
, I, p. 137

﹈、「
そ
の
智
慧
が
湖
の
如
く
集
め
ら
れ
充
ち
た
も
の
」

と
い
う
含
意
に
よ
り
「
湖
」
と
い
う
意
味
を
提
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

を
受
け
て
ハ
ミ
ル
ト
ン
氏
﹇H

am
ilton 1962, p. 52, n.10

﹈
や
バ
ザ
ン
氏
﹇Bazin 

1981

﹈
は
、
こ
れ
ま
でK

ül

と
読
ま
れ
て
き
た
称
号
（
例
え
ばK

ül T
egin

）
は

K
öl

と
読
み
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
内
藤
氏
が
屈
利
をköli
と

転
写
し
た
の
は
こ
れ
ら
の
説
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
も
ド

ロ
ン
プ
氏
の
転
写
をK

öli Šad

に
改
め
て
い
る
。

（
21
）  

君
璋
所
部
稍
稍
離
散
勢
蹙
、
請
降
、
高
祖
許
之
、
遣
使
賜
以
金
券
。
會
突
厥
頡

利
可
汗
復
遣
召
之
、
君
璋
猶
豫
未
決
。
其
子
孝
政
曰
、「
劉
武
周
足
為
殷
鑒
。
今
既

降
唐
、
又
歸
頡
利
、
取
滅
之
道
也
。
糧
儲
已
盡
、
人
情
悉
離
、
如
更
遲
留
、
變
生

肘
腋
」。
恆
安
人
郭
子
威
說
君
璋
曰
、「
恆
安
之
地
、
王
者
舊
都
、
山
川
形
勝
、
足

為
險
固
。
突
厥
方
強
、
為
我
脣
齒
。
據
此
堅
城
、
足
觀
天
下
之
變
、
何
乃
欲
降
於

人
也
」。
君
璋
然
其
計
、
乃
執
我
行
人
送
於
突
厥
、
與
突
厥
合
軍
寇
太
原
之
北
境
。

（
22
）  

突
厥
惡
弘
農
公
劉
世
讓
為
己
患
、
遣
其
臣
曹
般
陁
、
來
言
世
讓
與
可
汗
通
謀
欲

為
亂
、
上
信
之
。
冬
十
月
丙
午
、
殺
世
讓
籍
其
家
。

（
23
）  

突
厥
と
ソ
グ
ド
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
護
﹇
一
九
六
七
、
第
一
編
第
二
章
﹈・

齊
藤
﹇
二
〇
一
四
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）  

突
厥
俗
素
質
略
、
頡
利
得
華
士
趙
德
言
、
才
其
人
、
委
信
之
、
稍
專
國
。
又
委

政
諸
胡
、
斥
遠
宗
族
不
用
、
興
師
歲
入
邊
、
下
不
堪
苦
。
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岩
佐
精
一
郎　

一
九
三
六
「
突
厥
の
復
興
に
就
い
て
」
和
田
清
（
編
）『
岩
佐
精
一
郎
遺

稿
』
岩
佐
傳
一
発
行
、
七
七－

一
六
七
頁
。

石
見
清
裕　

一
九
九
八
『
唐
の
北
方
問
題
と
国
際
秩
序
』（
汲
古
叢
書
一
四
）
汲
古
書
院
。

―　
一
九
九
九
「
ラ
テ
ィ
モ
ア
の
辺
境
論
と
漢
〜
唐
間
の
中
国
北
辺
」、
唐
代
史
研
究

会
（
編
）『
唐
代
史
研
究
会
報
告
第
Ⅷ
集 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
家
と
地
域
』
東
京
、

刀
水
書
房
、
二
七
八－

二
九
九
頁
。

―　
二
〇
〇
七
Ａ
「
突
厥
執
失
氏
墓
誌
と
太
宗
昭
陵
」
記
念
論
集
刊
行
会
（
編
）『
福

井
重
雅
先
生
古
稀
・
退
職
記
念
論
集 

古
代
東
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
』
東
京
、
汲
古
書

院
、
三
六
三－

三
七
九
頁
。

―　
二
〇
〇
七
Ｂ
「
唐
代
墓
誌
史
料
の
概
観
―
前
半
期
の
官
撰
墓
誌
・
規
格
・
行
状

と
の
関
係
―
」『
唐
代
史
研
究
』
一
〇
、
三－

二
六
頁
。

―　
二
〇
〇
七
Ｃ
「
唐
代
テ
ュ
ル
ク
人
墓
誌
と
そ
の
史
料
的
価
値
」
氣
賀
澤
保
規

（
編
）『
中
国
石
刻
資
料
と
そ
の
社
会
―
北
朝
隋
唐
期
を
中
心
に
―
』（
明
治
大
学
東
洋
史

資
料
叢
刊
四
）
東
京
、
明
治
大
学
東
ア
ジ
ア
石
刻
文
物
研
究
所
／
汲
古
書
院
、
三
五－



隋
末
唐
初
期
に
お
け
る
突
厥
第
一
可
汗
国
と
北
中
国

一
三
五

六
五
頁
。

―　
二
〇
〇
八
Ａ
「
唐
と
テ
ュ
ル
ク
人
・
ソ
グ
ド
人
―
民
族
の
移
動
・
移
住
よ
り
見

た
東
ア
ジ
ア
史
―
」『
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
、
六
七－

八
一
頁
。

―　
二
〇
〇
八
Ｂ
「
唐
代
墓
誌
の
資
料
的
可
能
性
」『
史
滴
』
三
〇
、
一
〇
九－

一
二

二
頁
。

―　
二
〇
一
〇
「
唐
の
成
立
と
内
陸
ア
ジ
ア
」『
歴
史
評
論
』
七
二
〇
、
四－

一
六

頁
。

小
笠
原
正
治　

一
九
五
〇
「
隋
朝
末
期
の
動
乱
に
お
け
る
官
僚
群
」『
史
潮
』
四
三
、
二
八

－

三
七
、
七
二
頁
。

氣
賀
澤
保
規　

一
九
七
九
「
隋
末
唐
初
の
諸
反
乱
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
洋
史
苑
』
一

三
、
一－

一
五
頁
。

―　
一
九
八
二
「
最
近
の
農
民
戦
争
史
研
究
の
動
向
―
隋
末
唐
初
期
を
中
心
に
し
て

―
」『
唐
代
史
研
究
会
報
告 

第
Ⅳ
集　

中
国
歴
史
学
会
の
新
動
向
―
新
石
器
か
ら
現
代

ま
で
―
』
東
京
、
刀
水
書
房
、
一
一
一－

一
三
一
頁
。

―　
（
編
）　

二
〇
〇
九
『
新
版 

唐
代
墓
誌
所
在
総
合
目
録
（
増
訂
版
）』
明
治
大
学

東
ア
ジ
ア
石
刻
文
物
研
究
所
。

齊
藤
茂
雄　

二
〇
〇
七
「
漠
南
に
お
け
る
突
厥
第
一
可
汗
国
の
活
動
―
七
世
紀
初
頭
を
中

心
に
―
」、
二
〇
〇
七
年
三
月
二
五
日
、
第
七
回
遼
金
西
夏
史
研
究
会
大
会
（
関
西
大

学
）。

―　
二
〇
一
四
「
突
厥
と
ソ
グ
ド
人
―
漢
文
石
刻
史
料
を
用
い
て
―
」
森
部
豊
（
編
）

『
ソ
グ
ド
人
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
化
交
渉
』
東
京
、
勉
誠
出
版
、
二
一
七－
二
三
三

頁
。―　

二
〇
一
五
「
突
厥
有
力
者
と
李
世
民
―
唐
太
宗
期
の
突
厥
羈
縻
支
配
に
つ
い
て

―
」『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
四
八
、
七
七－

九
九
頁
。

鈴
木
宏
節　

二
〇
〇
五
「
突
厥
阿
史
那
思
摩
系
譜
考
―
突
厥
第
一
可
汗
国
の
可
汗
系
譜
と

唐
代
オ
ル
ド
ス
の
突
厥
集
団
―
」『
東
洋
学
報
』
八
七－

一
、
三
七－

六
八
頁
。

―　
二
〇
〇
六
「
三
十
姓
突
厥
の
出
現
―
突
厥
第
二
可
汗
国
を
め
ぐ
る
北
ア
ジ
ア
情

勢
―
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
五－

一
〇
、
一－

三
六
頁
。

―　
二
〇
一
一
「
唐
代
漠
南
に
お
け
る
突
厥
可
汗
国
の
復
興
と
展
開
」『
東
洋
史
研

究
』
七
〇－

一
、
三
五－

六
六
頁
。

鈴
木
俊　

一
九
五
二
「
隋
末
の
乱
と
唐
朝
の
成
立
」『
史
淵
』
五
三
、
五
三－

七
〇
頁
。

妹
尾
達
彦　

二
〇
〇
一
『
長
安
の
都
市
計
画
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ 

二
二
三
）
東
京
、

講
談
社
。

―　
二
〇
〇
六
「
都
の
立
地
―
中
国
大
陸
の
事
例
―
」『
人
文
研
紀
要
』
五
八
、
一
四

三－

一
七
一
頁
。

谷
川
道
雄　

一
九
九
五
「
隋
末
の
内
乱
と
民
衆
―
剽
掠
と
自
衛
―
」『
東
洋
史
研
究
』
五
三

－

四
、
五
五－

八
一
頁
。

那
波
利
貞　

一
九
六
五
「
唐
代
の
長
安
城
内
の
朝
野
人
の
生
活
に
浸
潤
し
た
る
突
厥
風
俗

に
就
き
て
の
小
攷
」『
甲
南
大
学
文
学
会
論
集
』
二
七
、
一－

五
三
頁
。

西
村
陽
子　

二
〇
〇
五
「
唐
末
五
代
代
北
地
区
沙
陀
集
団
内
部
構
造
再
探
討
―
以
《
契
苾

通
墓
誌
銘
》
為
中
心
」『
文
史
』
二
〇
〇
五－

四
、
二
一
一－

二
二
八
頁
。

―　
二
〇
〇
八
「
唐
末
五
代
の
代
北
に
お
け
る
沙
陀
集
団
の
内
部
構
造
と
代
北
水
運

使
―
「
契
苾
通
墓
誌
銘
」
の
分
析
を
中
心
と
し
て
―
」『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
二
三
、

一－

二
四
頁
。

―　
二
〇
〇
九
「
唐
末
「
支
謨
墓
誌
銘
」
と
沙
陀
の
動
向
―
九
世
紀
の
代
北
地
域
―
」

『
史
学
雑
誌
』
一
一
八－

四
、
一－

三
八
頁
。

―　
二
〇
一
〇
「
九－

一
〇
世
紀
の
沙
陀
突
厥
の
活
動
と
唐
王
朝
」『
歴
史
評
論
』
七

二
〇
、
六
一－

七
五
頁
。

布
目
潮
渢　

二
〇
〇
三
「
隋
唐
革
命
管
見
」『
布
目
潮
渢
中
国
史
論
集 

上
巻
』
東
京
、
汲

古
書
院
、
一
二
四－

一
三
九
頁
。

内
藤
み
ど
り　

一
九
九
八
「
突
厥
キ
ョ
リ
＝
チ
ョ
ル
考
」『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
三
、

一
三－

三
三
頁
。

林
俊
雄　

一
九
八
五
「
略
奪
・
農
耕
・
交
易
か
ら
観
た
遊
牧
国
家
の
発
展
―
突
厥
の
場
合

―
」『
東
洋
史
研
究
』
四
四－

一
、
一
一
〇－

一
三
六
頁
。

廣
瀬
憲
雄　

二
〇
一
〇
「
倭
国
・
日
本
史
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
―
六
〜
一
三
世
紀
に
お
け

る
政
治
的
連
関
再
考
―
」『
歴
史
学
研
究
』
八
七
二
、
三
〇－

三
八
頁
。

古
松
崇
志　

二
〇
一
一
「
一
〇
〜
一
三
世
紀
多
国
並
存
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
（Eurasia

）

東
方
に
お
け
る
国
際
関
係
」『
中
国
史
学
』
二
一
、
一
一
三－

一
三
〇
頁
。



一
三
六

村
井
恭
子　

二
〇
〇
三
「
押
蕃
使
の
設
置
に
つ
い
て
―
唐
玄
宗
期
に
お
け
る
対
異
民
族
政

策
の
転
換
―
」『
東
洋
学
報
』
八
四－

四
、
二
九－

六
〇
頁
。

―　
二
〇
〇
八
「
九
世
紀
ウ
イ
グ
ル
可
汗
国
崩
壊
時
期
に
お
け
る
唐
の
北
辺
政
策
」

『
東
洋
学
報
』
九
〇－

一
、
三
三－

六
七
頁
。

―　
二
〇
一
〇
「
唐
宣
宗
時
期
的
西
北
辺
境
政
策
試
析
」『
唐
研
究
』
一
六
、
二
七
九

－

三
〇
四
頁
。

―　
二
〇
一
五
「
河
西
と
代
北
―
九
世
紀
前
半
の
唐
北
辺
藩
鎮
と
遊
牧
兵
―
」『
東
洋

史
研
究
』
七
四－
二
、
四
七－

八
二
頁
。

護
雅
夫　

一
九
六
七
『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
Ⅰ
』
山
川
出
版
社
。

森
部
豊　

二
〇
一
〇
『
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
歴
史
的
展
開
』

（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
叢
刊
三
六
）
吹
田
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
。

―　
二
〇
一
三
「『
安
禄
山
』
研
究
篇
」
森
部
豊
（
研
究
代
表
）『
ソ
グ
ド
人
の
東
方

活
動
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』，
平
成
二
一
年
度
〜
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））
研
究
成
果
報
告
書
、
九－
四
六
頁
。

―　
二
〇
一
四
「
八
世
紀
半
ば
〜
十
世
紀
の
北
中
国
政
治
史
と
ソ
グ
ド
人
」
森
部
豊

（
編
）『
ソ
グ
ド
人
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
化
交
渉
』
東
京
、
勉
誠
出
版
、
一
七
四－

一

九
七
頁
。

森
部
豊
／
齊
藤
茂
雄　

二
〇
一
三
「
舎
利
石
鐵
墓
誌
の
研
究
」『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
紀
要
』
四
六
、
一－

二
〇
頁
。

森
安
孝
夫　

二
〇
〇
七
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
国
』（
興
亡
の
世
界
史 
第
〇
五
巻
）
東

京
、
講
談
社
。

山
内
晋
次　

二
〇
一
一
「
九
世
紀
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
変
貌
―
日
本
遣
唐
使
関
係
史

料
を
中
心
に
―
」
財
団
法
人
古
代
学
協
会
（
編
）『
仁
明
朝
史
の
研
究
―
承
和
転
換
期
と

そ
の
周
辺
―
』
京
都
、
思
文
閣
出
版
、
三－

三
〇
頁
。

山
下
将
司　

二
〇
一
一
「
唐
の
テ
ュ
ル
ク
人
蕃
兵
」『
歴
史
学
研
究
』
八
八
一
、
一－

一
一
頁
。

―　
二
〇
一
四
「
唐
の
「
元
和
中
興
」
に
お
け
る
テ
ュ
ル
ク
軍
団
」『
東
洋
史
研
究
』

七
二－

四
、
一－

三
五
頁
。

横
田
滋　

一
九
五
三
Ａ
「
七
世
紀
初
頭
の
中
国
に
お
け
る
内
乱
に
就
い
て
（
上
）」『
東
洋

史
研
究
』
一
二－

四
、
一－

一
四
頁
。

―　
一
九
五
三
Ｂ
「
七
世
紀
初
頭
の
中
国
に
お
け
る
内
乱
に
就
い
て
（
下
）」『
東
洋

史
研
究
』
一
二－

五
、
七
〇－

八
六
頁
。

岑
仲
勉　

一
九
五
八
『
突
厥
集
史
』（
全
二
冊
）
北
京
、
中
華
書
局
。

陳
寅
恪　

一
九
五
一
「
論
唐
高
祖
称
臣
於
突
厥
事
」『
嶺
南
学
報
』
一
一－

二
。（
再
録
：

『
陳
寅
恪
集 

寒
柳
堂
集
』
北
京
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
一
、
一
〇

八－

一
二
一
頁
）

賀
梓
城　

一
九
八
四
「
唐
王
朝
与
辺
疆
民
族
和
隣
国
的
友
好
関
係
―
唐
墓
誌
銘
箚
記
之
一

―
」『
文
博
』
一
、
五
六－

六
〇
頁
。

李
方　

二
〇
〇
三
「
隋
末
唐
初
東
突
厥
与
中
原
勢
力
的
関
係
」『
中
国
辺
疆
史
地
研
究
』
二

〇
〇
三－

四
、
一
六－

二
七
頁
。

李
鴻
賓　

二
〇
一
一
Ａ
「
長
城
区
域
在
唐
史
研
究
中
的
位
置
―
従
歴
史
学
与
民
族
学
結
合

的
角
度
観
察
―
」『
唐
朝
的
北
方
辺
地
与
民
族
』
銀
川
、
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
〇
〇－

一
一
三
頁
。

―　
二
〇
一
一
Ｂ
「
再
論
長
城
区
域
在
唐
史
研
究
中
的
位
置
」『
唐
朝
的
北
方
辺
地
与

民
族
』
銀
川
、
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
一
四－

一
二
七
頁
。

李
樹
桐　

一
九
六
五
「
唐
高
祖
称
臣
於
突
厥
考
辨
」『
唐
史
考
辨
』
台
北
、
台
湾
中
華
書

局
、
二
一
四－

二
四
六
。

―　
一
九
七
二
「
再
辨
唐
高
祖
称
臣
於
突
厥
事
」『
唐
史
新
論
』
台
北
、
台
湾
中
華
書

局
、
六
九－

一
一
八
頁
。

―　
一
九
八
八
「
三
辨
唐
高
祖
称
臣
於
突
厥
事
」『
唐
史
索
隠
』
台
北
、
台
湾
商
務
印

書
館
、
一－

三
一
頁
。

劉
健
明　

一
九
九
九
『
隋
代
政
治
与
対
外
政
策
』
台
北
、
文
津
出
版
社
。

牛
致
功　

二
〇
〇
二
「
関
于
唐
与
突
厥
在
渭
水
便
橋
議
和
罷
兵
的
問
題
―
読
《
執
失
善
光

墓
誌
銘
》」『
唐
代
碑
石
与
文
化
研
究
』
三
秦
出
版
社
、
九
一－

一
〇
三
頁
。

漆
侠　

一
九
五
四
『
隋
末
農
民
起
義
』
上
海
、
華
東
人
民
出
版
社
。

王
栄
全　

一
九
九
八
「
有
関
唐
高
祖
称
臣
于
突
厥
的
幾
箇
問
題
」
史
念
海
（
主
編
）『
唐
史

論
叢
（
第
七
集
）』
西
安
、
陝
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
二
四－

二
三
七
頁
。

王
援
朝　

二
〇
一
二
「
雁
門
之
囲
与
隋
末
唐
初
形
勢
」『
唐
史
論
叢
』
一
五
、
二
六－

三
六

頁
。



隋
末
唐
初
期
に
お
け
る
突
厥
第
一
可
汗
国
と
北
中
国

一
三
七

呉
玉
貴　

一
九
九
八
『
突
厥
汗
国
与
隋
唐
関
係
史
研
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

許
益　

二
〇
〇
七
「
試
析
「
雁
門
事
変
」
発
生
及
解
除
之
原
因
」『
山
西
大
同
大
学
学
報

（
社
会
科
学
版
）』
二
一－

三
、
二
九－

三
三
頁
。

袁
剛　

二
〇
〇
二
「
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Northern China and the First Turkic Qaghanate 
in the late Sui to early Tang dynasty

SAITO Shigeo

 This research analyzes historical sources such as epitaphs and classical 
Chinese texts, to focus on political tendencies among both the nomadic tribes 
of the First Turkic Qaghanate and warlords in northern China in the late Sui 
to the early Tang dynasty. The analysis reveals that the Zhishi 執失, a 
powerful Turkic tribe, was split by allegiances to both the Qaghanate and the 
Tang, so that while Zhishi Sili 執失思力 played a key role as a chief vassal of 
Xieli Qaghan 頡利可汗, Sili’s father, Zhishi Wu 執失武, formed a cavalry corps 
under Li Shimin 李世民.
 On the other hand, of the warlords that maintained spheres of infl uence in 
northern China, those with only relatively limited power, such as Zhang 
Changsun 張長遜, Guo Zihe 郭子和, and Wan Junzhang 苑君璋, swore their 
allegiance to both the Türks and the Tang at the same time. Both the Türks 
and the Tang felt it to be dangerous that these warlords pledged their 
allegiance to the other side, and sometimes carried out attacks or executions 
when they ascertained that this was the case. Conversely, there were also 
cases in which they encouraged the warlords to betray the other side. It is 
thought that both the Türk nomadic tribes and those warlords with minor 
spheres of infl uence sought to survive by shifting between both sides.

キーワード： 突厥（Türks）、唐（Tang）、内陸アジア史（Inner-Asian history）、
中国史（Chinese history）、東部ユーラシア（Eastern Eurasia）


